
大刀洗町 課題解決型ワーケーション 実施報告書

2025.12.7 Nakatsu Design Works作成

＜はじめに＞
本報告書は、2025年12月4日～6日に実施した「課題解決型大刀洗町ワーケーション」の内容および成果につ
いてまとめたものです。大堰地区を中心とした地域課題を、外部人材との協働により可視化し、地域の未来に
向けた具体的な提案につなげることを目的として実施しました。

【実施目的】

・町内で顕在化・潜在化している課題を、地域外の専門人材の視点で再整理する。

・大堰地区の魅力・文化・暮らしを深く理解し、地域住民と協働しながら未来の可能性を探る。

・町内外の多様な人材がつながることで、継続的な関係人口の創出につなげる。

・参加者による具体的なアイデア・一歩目のアクション提案を通じ、地域課題解決の糸口を生み出す。

・ワーケーションという大刀洗町に新しい文化とコンテンツをつくる

【実施概要】

■期間　2025年12月4日（木）～ 6日（土） ※2泊3日

■場所　大刀洗町・大堰地区周辺（役場・大堰交流センター・今村天主堂・町内施設 ほか）

■主催　大刀洗町（企画財政課）

■企画運営　Nakatsu Design Works（加藤歩弓）

【参加者】
富士通・リコー・住友ファーマ・NEC・日本郵政・FrontAct・FOLK FOLK Inc. ほか
各分野のプロフェッショナル8名が参加。
（詳細は別添資料「参加者一覧」を参照）
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福岡県大刀洗町　ふるさと納税クラウドファンディング
目標金額
１００万円

大刀洗町にそびえ立つレンガの双塔「今村天主堂」。

キリシタンの弾圧を耐え抜いてきた歴史ある天主

堂です。その教会も 100 年の月日がたち、老朽化が

進み、耐震化工事が必要となりました。その費用は

25 億円以上とも見込まれており、地元に大変大きな

負担となっています。

国内でも貴重なレンガ作りの双塔、天主堂を守るた

め、そしてもっと地域に愛される教会とするため、

皆さんからのご協力をお願いします。

問合せ先
大刀洗町地域振興課　自治振興係
TEL:0942-77-0173　FAX：0942-77-3063
chiikidukuri01@town.tachiarai.fukuoka.jp

※直接のお申し込みも可能です。
　詳しくは左記まで。

募集期間　令和3年10月1日～令和4年3月31日

さとふるクラウドファンディング　大刀洗町
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課題解決型

ワーケーション

たちあらいの魅力を発見する2泊３日！12月4日（木）
～6日（土）開催

！
12月4日（木）

～6日（土）開催
！

ローカルのリアルに飛び込んで、地域と人がつながり、
町の魅力や未来のヒントが見えてくる。

ちょっと特別な2泊３日のワーケーションを、
福岡県大刀洗町で初開催！



【1日目】大刀洗町の基本理解と地域資源の把握
・大刀洗町役場でのキックオフミーティング

・町長より「大刀洗町の課題感とみらいのビジョン」共有

・松熊さん座学・町内ツアー（床島堰の解説）

・地域住民との交流懇親会（平田邸）

　THORK 田中さんと交流/お野菜の無人販売事業プレゼン

【2日目】ワークショップ
ぬくもりの館にて地域住民・参加者合同のワークショップを実施。
・住民が感じている「困りごと」「町の好きなところ」を共有
・テーブル別でディスカッション、地域資源に基づくアイデア創出
・“一歩目のアクション”を考える発想ワーク、意見交換と共有

水・農・コミュニティ・文化などの観点で、多様な視点から未来像を

検討した。

お食事処 ふくおかさんでランチ　～大堰周辺散策（大堰神社）

午後から大堰交流センターで参加者同士でさらに深める

ワークショップや各自リモートワークを行う。

夕方からは「宮崎酒店」で角打ち体験、夜は「居酒屋 仲祥」で懇親会を開催。

【工程について】※詳細は別添資料「工程表」をご確認ください

1日目/懇親会（がめ煮など郷土料理や地酒でおもてなし）



【3日目】成果発表プレゼンテーション
（朝）ホテルチェックアウト～町内プチ散策（今村天守堂）

　　役場大会議室にて、プレゼン資料作成

　午後から各チームより提案を発表。

　（※詳細は別添プレゼンテーション資料参照）

（主なテーマ）

　・「水」を軸とした大堰の未来構想（THE WAT（ER） の概念）

　・農業体験×滞在型サービス

　・空き家・空き地の利活用とコミュニティ再編・伝統・文化教育の新たなアプローチ

　・子育て、視点を重ねた地域のつながりづくりなど

　どの提案も、地域に寄り添いながら実現可能性の高い“一歩目”が示されており、

　参加者の熱意と真摯さが伝わる内容であった。



【成果】
① 地域課題の可視化
住民から出た多数の声を整理し、「水」「農」「コミュニティ」「文化」「防災」などに分類することで、
町の方向性を再認識する機会となった。

② 外部人材からの実行可能性の高い提案
ワークショップとプレゼンを通じ、部局横断で活用できる提案が複数示された。

③ 地域住民と参加者の心理的距離の縮小
住民との懇親会や対話を通じ、町への愛着・関係人口としての継続的関心が生まれた。

④ THE WAT(ER) の概念整理
「水の町・大刀洗」という未来ビジョンが、外部人材の視点から体系的に整理され、町のブランド概念として
活用可能な形に深化した。

⑤ 町の“魅力の再発見”
参加者の言葉により、大堰地区の文化・人の優しさ・暮らしの豊かさが再評価された。

【今後の展望】
■一歩目の取り組みの選定・試行
　ワークで出た案を町と協議し、小規模でも着手可能な企画を実証する。

■継続的な関係人口の創出
　参加者が再訪しやすい仕組みづくり（農業体験・交流会など）を検討。

■地域住民との協働の場づくり
　町内の人と外部人材が共同で進められるプロジェクトの構築。

■THE WAT(ER) を軸とした総合戦略への展開
　農業・文化・教育・防災など、部局横断のテーマとして活用可能。



��:��   福岡空港集合 �:��   ホテル～大刀洗町役場  
　　　　参加者各自移動
　　　　 甘木駅 �:�� 発～大堰駅 �:��着

　　　　 　西鉄甘木線 (大牟田行 )

��:��　大刀洗町役場到着・集合

��:��　キックオフ MTG

��:��　大刀洗町プチツアー
　　　　大堰神社
　　　　床島堰
　　　　蛍の里
　　　　今村天主堂

��:��　ワークタイム（役場会議室）

��:��　 移動

��:��　懇親会（平田郁子さん邸）

��:��　終了～参加者ホテル送迎
　　　　　公用車送迎

グランアベニュー甘木（宿泊）
　　　　

��/�～� 課題解決型 大刀洗町ワーケーション

工 程 表
【� 日目】

�:��　 ワークショップ（ぬくもりの館） 

��:��   ふくおかさんでランチ

��:��　各自ワーク

��:��　西鉄甘木線で移動
　　　　大堰駅 ��:�� 発～本郷駅 ��:�� 着

��:��　宮崎酒店（角打ち体験）

��:��　西鉄甘木線で移動
　　　　本郷駅 ��:�� 発～大堰駅 ��:�� 着

��:��　懇親会（仲祥）

��:��　終了
参加者各自移動
大堰駅 ��:�� 発～甘木駅 ��:�� 着

グランアベニュー甘木（宿泊）
　　　　

【�日目】

�:��   ホテル / チェックアウト・移動
　　　　公用車ピックアップ

�:��　  大刀洗町役場（中央公民館）
             各自プレゼン資料まとめ

��:��　お昼（各自）

��:��　 プレゼンテーション

��:��　終了・解散

各自　～帰路へ
高速大刀洗 ��:�� 発 ～ 福岡空港国内線 ��:�� 着

（空港行き高速バス停まで送迎）

【�日目】

２泊 � 日の動き・流れ確認
参加者自己紹介
今回のワーケーションの課題について
 中山町長が感じる町の課題感や目指す未来について
～質疑応答タイム～


